
 

 

長岡市住宅政策マスタープラン策定について 

地域委員会説明資料 

【 目 的 】 

住宅政策マスタープランは、平成 21 年度から 10 年間を計画期間として、住宅政策の今後の方向

性や推進すべき施策を示す計画として策定します。 

 学識経験者や市民代表等からなる策定委員会を設置し、平成 19 年度、20 年度の２カ年間で、合

併により広くなった新長岡市の各地域の特性を踏まえた長岡らしい質の高い住生活を支える住ま

い・まちの実現を目指し、検討を進めています。 

【 経過・予定 】 

平成 19年 9 月 18 日    業務委託契約       委託先 ランドブレイン株式会社 

平成 19年 11 月       市民アンケート実施 5000 世帯 回収率 52％ 

その他現況調査実施 

平成 20年 2 月 12 日    長岡市住宅政策マスタープラン策定委員会設置 

第 1回策定委員会（発足、課題提起） 

平成 20年 4 月 19 日    第 2回策定委員会（住宅を取り巻く課題）   

平成 20 年 8 月 7 日    第 3回策定委員会（基本理念、基本目標等施策の体系） 

平成 20年 11 月 11 日      第 4回策定委員会（施策の検討、素案） 

平成 20年 12 月 5日～25日 素案に対するパブリックコメント（市民意見の提出）実施 

平成 21年 2 月中旬     第 5回策定委員会（素案承認予定） 

【 内 容 】 

基本理念  ① 住生活・住宅ストックの質の向上を図ります。 

       ② 「長岡」の特性・魅力を活かします。 

       ③ 長岡市の将来像（長岡市総合計画）の実現を担います。 

基本目標  ① 安全で安心して暮らせる住まいづくり 

       ② 住み続けられる住みたくなる住まいづくり 

       ③ 環境に配慮した住まいづくり 

       ④ 地域の個性を活かした長岡らしい住まいづくり 

       ※施策の体系は裏面。 

重点施策  右図のとおり 

特  徴 「地域特性を活かした住まいづくりの推進」 

「シティホールを核としたまちなか居住の推進」 

 

 

       

     

        

 
 
 

人 すまい 暮らし 自然環境 文化 歴史 

 ②高齢者等の安心居住の確保 
・リフォーム・住み替えの促進 

・安定居住の確保 

 

基本目標1 

安全で安心して暮ら

せる住まいづくり 

 市民・事業者・行政 
との協働・連携 

ストックの 
有効活用 

 

住んでみたい 

住み続けたい 

が輝く 

住まいづくり 

人 まち 

地域 

 ③子育て世帯に適した住環境整備 
・良質な住宅の確保 

・福祉施策との連携 

 ④公的賃貸住宅の適正供給・管理 
・適正な供給と管理 

・新たな公的賃貸住宅の検討 

 ⑤魅力を活かしたまちなか居住 
・空き家情報データベースの構築 

・ストックを活用したまちなか居住の促進 

 ①安全・安心なすまいづくり 
・耐震性の向上  ・環境共生住宅の普及 

・克雪対策 

・住宅相談体制の充実 基本目標2 

住み続けられる住み

たくなる住まいづくり 

基本目標3 

環境に配慮した

住まいづくり 

基本目標4 

地域の個性を活かした 

長岡らしい住まいづくり 

 ⑥地域特性を活かした住まい・まちづくり 
・豊かな自然や歴史・文化を活かした住まい・まち

づくりの継承・維持 

・地域居住の促進 

人
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ち
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第３章 施策の展開と評価                 

１．施策体系 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

基基  本本  理理  念念        人人 ・・ ままちち・・地地 域域 がが輝輝 くく住住 ままいいづづくくりり  

基基本本目目標標１１  安全で安心して暮らせる住まいづくり  

基基本本目目標標２２  住住みみ続続けけらられれるる住みたくなる住まいづくり  

②地域の防災力向上に向けた活動等の促進 

①災害に強い住まいづくりの促進 

（２）高齢者・障害者が安
心して暮らせる住まいづ
くり ②高齢者・障害者の安定した居住の確保 

①高齢者・障害者が住み続けられる住まいの改善等の促進 

（１）日本一災害に強い
まちを目指した住まいづ
くり 

（３）子育て世帯が安心し
て暮らせる住まいづくり 

②子育て世帯向け住情報の提供 

①子育て世帯が暮らしやすい良質な住宅供給の促進 

（４）地域で支えあう住ま
いづくり 

②住宅や住環境づくりに関わる NPO やボランティア活
動の促進 

①宅地開発における居住者コミュニティ形成の促進 

（５）公的住宅の適切な
供給と維持管理 

②市民のニーズに応じた公的住宅の供給 

①真に困窮する世帯への公営住宅の供給 

④既存住宅の適切な維持管理による有効活用 

③地域における防犯活動の促進 

②まちづくりと連携したユニバーサルデザイン化の促進 

①長く有効活用できる住宅ストックの形成の促進 （１）良質で住みよい住
宅地・住宅ストックの供
給 

②住まいに関する情報の発信や意識の啓発 

①住宅相談ネットワーク体制の充実 （２）住宅情報の提供と
住意識の啓発 

②大手通り周辺におけるまちなか居住の魅力向上の推進 

①多様なニーズに対応したまちなか居住の促進 （３）地域の中心的な市
街地の魅力を高める住
まいづくり 

③地域の中心的な市街地の魅力的な居住地としての再生の促進  

②空き家の有効活用の検討 

①市場を通じたリフォームの促進 （４）多様なライフスタイ
ルに応じた住まいづくり 

③多様な住まいや住まい方の普及に向けた支援 

④良好なまち並み形成の誘導 

[基本方針]                 [基本施策] 

[基本方針]                 [基本施策] 

③まちづくりと連携した住宅の供給 

基基本本目目標標３３  環境に配慮した住まいづくり  

基基本本目目標標４４  地域の個性を活かした長岡らしい住まいづくり  

②住宅の長寿命化の促進 

①住まいの省エネ・環境共生の促進 （１）地球環境にやさしい
住まいづくり 

②再生品や再生可能な建築資材等の利用促進 

①地域で産出される木材の活用の促進 （２）資源の有効活用に
よる住まいづくり 

②快適な歩行空間の確保 

①住環境や世帯構成に応じた克雪住宅の普及促進 （１）雪と共生した住まい
づくり 

③地域の気候、風土に合った住宅・住環境づくりの継承
と普及促進 

（２）豊かな自然や歴史・
文化を継承した住まいづ
くり 

③除雪が困難な世帯への支援の促進 

④農山村集落の魅力を活かした住まいづくりの促進 

②良好な景観保全や景観形成の取組みの促進 

②市民協働による住宅・住環境づくりの促進 

①地域で行うまちなみ整備や克雪対策の促進 （３）市民協働による住ま
いづくり 

[基本方針]                 [基本施策] 

[基本方針]                 [基本施策] 

①歴史や文化等、地域の魅力を活かした暮らし方や住ま
いづくりの促進 



 

山古志地域 

 

●広域位置図               ●地域図                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●地域の特性              

長岡地域の東南に位置する山間丘陵

地で、棚田や棚池が広がる豪雪地となっ

ている。中越大地震により大きな被害を

受けたが、生活基盤の復旧が進められて

いる。 

●住宅・住環境に関わる特性                               

 
〈世帯特性〉 

・家屋が一部損壊の人は、残っている人がほとんどだが、全壊の人は長岡地域や小千谷

市等へ移り住む人が多い。子供がいる世帯は他地域へ転居する人が多い。 
・高齢になっても、畑仕事を行い元気に暮らしている人が多いが、足腰が悪くなり生活

に支障が生じると、施設等へ入っている。 
・高齢者にとっては、地域内でコミュニティがあるため都会に住むより安心して住める。 
〈住宅特性〉 

・地震による家屋崩壊で新築物件が多くなったが、改修で済んだ地域もある。 
・完全な空き家はなく、地震後改修して別荘として利用しており他人に貸す可能性はな

い。 
〈雪対策〉 

・通常 2～3 回/年、程度除雪（今年は１回）しており、克雪住宅を利用している人は多

い。 

・若い時は雪下ろしができるため耐雪屋根にしたが、高齢になって落雪屋根に改修する

世帯があり、将来を見越した家造りが必要。 

〈要望・その他〉 

・畑の活用を希望する他地域の人もいるが、現在それを支援する体制が出来ていない。

まず畑自体を農作業ができる状態に復興する必要があり、彼らを受け入れる窓口がない。 
・田舎暮らしを求めてくる人に、今は無くても今後は空き家を貸し出す可能性があるの

で、市が受け入れ体勢を準備し管理することが必要。 

 
 

 

●地域に関するデータ                                 

■年齢 3区別人口・世帯数の推移           ■人口・世帯数等の長岡市平均との比較 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
(グラフは長岡市全域数値を 1とした時の割合を示す) 

※ 平成 17年 10 月 1日調査となっており、震災後で調

査時の人口が少ない。 

●地域の住環境                                    

 
罹災者公営住宅（竹沢団地）           山間丘陵地が広がる地域 
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